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研究成果の概要（和文）：ソ連崩壊から２０年が経過し、中央アジア諸国の言語状況は様変わり
した。フィールドワークに基づく当該研究を通じて、(a)ロシア人中心の多民族共生社会の解体、
(b)国家民族主義に基づく言語政策の推進、(c)基幹民族・国家語・イスラム教の三位一体的価
値観の普及、(d)社会のグローカル化、といった劇的な社会変化を背景に、国家語（基幹民族語）
使用の実質化とロシア語の第二言語化が着実に進行していること、それと同時に国家語・ロシ
ア語・英語の３言語中心の言語教育を志向する新しい言語教育観が急速に形成されていること
が判明した。 
 
研究成果の概要（英文）：The language situation in Central Asian countries has drastically changed 
today, 20 years after the collapse of the USSR. On the basis of fieldwork conducted in those countries, 
this research revealed that the sphere of each official ethnic national language use has been expanding 
more widely in society, that the status of the Russian language has been predictably transiting from the 
first authoritative language to the second, and that language education policy, in which the official ethnic 
national language, Russian and English are in particular oriented, has been strengthening. These 
phenomena are closely related to several social changes: (a) a dismantling of multi-ethnic society 
structures in which the Russians had been playing a central role; (b) language policy that has been 
promoted on the basis of core ethnic nationalism; (c) the spread of world views in which core ethnic 
groups, their respective official national language, and Islam have paramount values; and (d) Central 
Asian countries have been both globalizing and localizing. 
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(2)ソ連崩壊前後の言語状況の劇的な変化を
反映した社会言語学的な研究が世界で次々
に発表された。 
(3)旧ソ連地域を対象とする言語状況に関す
る研究の多くが相対的に文献学的手法によ
るものであった。 
(4) 旧ソ連地域の中から中央アジア諸国の言
語状況を研究対象として絞り、実証的な観点
から社会言語学的聞き取り調査及びアンケ
ート調査に基づく研究を目指す戦略を立て
た。 
 
２．研究の目的 
ロシア連邦を除く他の旧ソ連地域、特に中央
アジア諸国を研究対象として言語動態とい
う視点からロシア語と国家語（基幹民族語）
の機能的転換過程を究明する。 
 
３．研究の方法 
(1)中央アジアのウズベキスタン、カザフス
タン、キルギス、タジキスタンの国民を対象
に国家語・ロシア語・英語などの使用状況や
それらの言語に対する意識を探る社会言語
学的調査を行った。 
(2)社会言語学的調査は対面式の聞き取りイ
ンタビューの方法を採用した。多数の被験者
に対するアンケート調査の実施は国内の政
治的な事情から大事を取って断念した。 
(3)調査の工夫として、特に世代間の意識差
（10-20代、30-40 代、50-60 代）、出身地域
の意識差に着目した。 
(4)調査項目は、年齢、性別、専門・職種、
出生地、民族、宗教、第一言語、教育言語、
国家語の習得度、ロシア語の習得度など全部
で 30 であった。 
(5)聞き取りインタビューはアンケート項目
に準じる内容について 15〜30 分程度の長さ
でじっくりと柔軟性を持って行った。 
 
４．研究成果 
(1)主要研究成果 
聞き取り調査はウズベキスタン、キルギス、
タジキスタンにおいて全体でロシア系１９
人、非ロシア系１８人に対して実施した。さ
らにトルクメニスタンを除く中央アジア４
カ国の言語状況に関するこれまでの調査資
料と文献資料の分析・考察作業を行った。ま
た民族的マイノリティーである在豪ロシア
系住民の言語使用に関する実態研究との比
較を行った。その結果、以下の７点が過渡的
可能性として判明した。 
①ウズベキスタンの 20 代のロシア系住民の
被験者は、国内での社会的成功を実現するた
めにはウズベク語の習得は不可欠という意
識を持ち、ウズベク語習得の志向を持ち始め
ている。 
②ソ連時代に教育を受けた 40 代のロシア系

住民の被験者は、国内のウズベク民族主義の
高まりやウズベク語使用の優勢化傾向から
不便さを実感しているものの、年齢的理由な
どからウズベク語習得を志向するには至っ
ていない。 
③ウズベキスタン、キルギス、タジキスタン
において国家語未習得のロシア系住民の雇
用環境が悪化し続けており、20〜30代の若者
がロシアなどへの国外移住が活発化してい
る。一方、50 代以上のロシア系住民は国外移
住を避け、留まる傾向がある。 
④中央アジアではソヴィエト時代に学校教
育を受けた 30 代後半以上の世代のロシア語
運用能力は健在である。一方、ソ連時代の教
育経験のないそれ以下の若い世代のロシア
語運用能力は顕著で、基幹民族語とロシア語
の良質なバイリンガル人口の比率は確実に
下がっている。 
⑤ソ連時代の言語秩序（ロシア語を最上位言
語とする階層構造）が完全に解体され、新し
い言語秩序の形成（国家語の基幹民族語を最
上位言語とする階層構造）が進行し、グロー
バルな言語志向動向とローカルな言語志向
動向が併存する傾向が強まっている。 
⑥歯止めのかからないロシア系住民の人口
流出により残されたロシア系住民の社会に
おける民族的孤立化、ディアスポラ化が進ん
でいる。 
⑦在豪ロシア系住民のロシア語の保持と消
失のメカニズム（言語保持ファクターの存在
とその作用度）が中央アジア諸国における今
後のロシア語の存在様態の予測に役立つ。 
 以上の点から、ソ連時代のようなロシア語
と基幹民族語の２言語併用社会から基幹民
族語による１言語中心主義社会への構造転
換が進行している。 
(2)国内外の位置づけとインパクト 
当該研究成果は独自のフィールドワークに
基づくものであり、中央アジアにおけるロシ
ア語と国家語（基幹民族語）の機能的転換過
程の実態の一端を具体的に示す実証的な成
果である。国内外の中央アジア地域研究分野
及び社会言語学分野における貴重な学術的
データとなる。また旧ソ連地域全体の個別言
語動態研究にも大きく貢献できるインパク
トを持つ。 
(3)今後の展望 
調査収集したデータの一部は十分に整理・分
析がなされておらず、考察結果を国際会議発
表や学術雑誌論文として国内外で発表しな
ければならない。本研究で得られた知見や研
究手法を活用し、他の旧ソ連地域内の言語動
態研究を進め、対照言語動態学という新たな
研究領域の基礎確立に寄与していきたい。 
また、世界の社会的民族マイノリティーの言
語と文化の保持・消失の構造や機能に関する
研究領域の発展にも貢献したい。 
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